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ミネベアミツミ株式会社 

2027 年 3 月期 第 1 四半期 決算説明会 

質疑応答要旨 

 

日 時： 2026 年 8 月 5 日（水）17:30～18:30 

説明者： 代表取締役 会長 CEO   貝沼 由久 

 取締役 社長執行役員 COO＆CFO   吉田 勝彦 

 事業執行役 経理財務・経営管理部門長 IR 担当役員 片岡 祐介 

 

 

※この資料は、質疑応答の内容を要約したものです。 

 

Q. ボールベアリングの価格設定について、貝沼会長から「自然の摂理として上昇傾向を示していく」との

ご説明がありましたが、その具体的なニュアンスを教えてください。現在、顧客との間でどのような交

渉が行われており、価格決定が収益にどのような影響を与えるとお考えでしょうか。 

A. （貝沼）ベアリングの価格調整に関しては、正式に「一律何パーセント値上げする」と公表して交渉して

いるわけではありません。現在、当社を含めた競合他社の生産キャパシティが逼迫しており、市場全体

で供給不足が顕在化しています。こうした中、ビジネス拡大を望むお客様から供給量を増やしてほしい

というご要望をいただいております。これまで当社を第一ベンダーとして信頼し、長期的にお取引をい

ただいている最優先のお客様との関係は引き続き大切に維持しますが、緊急の追加需要に対しては、適

正な価格交渉を現場で開始しております。このように、需給の逼迫を背景に「自然の摂理」として、今後

の平均販売単価は徐々に上昇傾向を示していくと予測しています。 

 

Q. 足元で追加需要が発生している案件について、主な用途や顧客の特徴はございますか。 

A. （貝沼）追加需要については、現在最も需要が旺盛な用途・お客様向けの案件が中心となっております。 

 

Q.  AS（アクセスソリューションズ）セグメントにおける約 20 億円の構造改革費用について、前回のスライド

で記載していた 1Q の構造改革費用約 17 億円との違いを教えてください。また、AS セグメントの 1Q 業績は

期初計画を下回ったものの、通期業績予想を据え置いていることを踏まえ、今後の挽回シナリオを教えてくだ

さい。 

A. （吉田）AS セグメントの 1Q 業績が期初計画を下回った要因は構造改革費用ではありません。構造改革費用

については、ガイダンスに織り込み済みです。事業面で、欧州や中国の自動車市場が期初の想定以上に厳しい

環境となったことが影響しました。事前にご説明していた約 17 億円ですが、構造改革費用の 22 億円に対し

て約 5 億円の拠点売却益を見込んでおりました。しかし、拠点売却の実行時期が期ずれしたことにより売却

益の計上が後ろ倒しとなったため、結果として約 20 億円強の費用のみ計上することになりました。ただし、

拠点売却は今期中に実施する見込みであり、通期で見れば期初計画どおりです。そのため、この特殊要因によ

って通期の見通しが変わるものではありません。 

（貝沼）なお、通期業績予想を据え置いているのは、BMW X5 向けの新製品「ウィングレット（ウィングハ

ンドル）」の生産がすでに立ち上がっているためです。今後 1～2 カ月で利益貢献が始まり、プログラムの拡

大に伴って下期に向けて出荷数量・利益ともに伸長していくと見込んでおります。 

また、自動車業界全体では中国や欧州を中心に厳しい事業環境が続いており、日系 OEM でもメーカーごとに

好不調があります。一方、AS セグメントは 8 事業部で構成されており、米州やアジア・太平洋地域に加え、

四輪向けだけでなく産業機器向けや好調な二輪向け事業も展開しております。このように地域や用途を分散

した事業ポートフォリオにより、それぞれの好不調を相互に補完できる高いレジリエンスを有しており、通期

業績予想は十分達成可能であると考えております。 

 

Q. 他セグメント、特に PT（プレシジョンテクノロジーズ）セグメントが好調であることを踏まえると、通期業

績予想を上方修正してもよかったのではないでしょうか。 

A. （貝沼）従来は、1Q で業績が上振れした場合には比較的早い段階で業績予想を修正しておりました。しかし、

過去に期初の上方修正後に計画を達成できず、市場から厳しい評価を受けた経験があります。先行きが不透明

なマクロ環境を踏まえ、業績予想の修正については慎重に判断すべきと考えており、今回は極めて保守的な考
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え方から期初予想を据え置くことといたしました。 

 

Q. SE（セミコンダクタ＆エレクトロニクス）セグメントにおける 3 つのサブセグメント（半導体、光デバ

イス、機構部品）について、今期から来期に向けた方向性のアップデートや 1Q の進捗を踏まえた来期

への自信度・見通しを教えてください。 

A. （吉田）半導体事業では、アナログ半導体は堅調に推移している一方、パワー半導体は苦戦しておりま

す。この主な要因は、滋賀工場の稼働損によるものです。しかし、滋賀工場については今期中に損益分

岐点を超え、単月黒字化を達成できる見通しです。来期に向けては、工場の稼働改善に加え、売上高の

回復・拡大やパワー半導体事業の回復も見込んでおります。現在、新規商談も着実に進展しており、来

期以降は半導体事業全体の回復を見込むとともに、中期経営計画の達成に向けて計画どおり進捗するも

のと考えております。 

光デバイスおよび機構部品については、社内で進めているさまざまな収益改善施策の成果が現れ始めて

おります。一方、来期計画については、引き続き保守的な前提を織り込みながら、事業環境を慎重に見

極めてまいります。 

 

Q. 現在非常に好調である HDD 関連部品について、原材料費や部材の高騰分をお客様と価格是正に向けて

交渉する可能性はあるでしょうか。 

A. （貝沼）お客様との契約では、部材価格の上昇分について価格へ反映できる仕組みがあり、その範囲内

で価格転嫁を実施しております。HDD 向けの主要顧客が好調に推移していることは認識しております

が、ベース価格自体の引き上げは現在のところ行っておりません。 

 

 

Q. この 3 カ月間で AI 需要は一段と強まっている印象を受けますが、AI サーバー関連の売上高について、

2026 年 3 月期から 2029 年 3 月期までの CAGR 22％という計画に対する進捗状況を教えてください。

また、資料には「水冷システム関連の引き合いが本格化している」とありますが、将来的にどの程度の

業績貢献を見込んでいるのでしょうか。 

A. （吉田）空冷ファン関連の需要が引き続き好調に推移しております。ボールベアリングやファンモータ

ーの受注が極めて堅調であり、ベアリング外販数量の拡大を牽引しています。 

一方、水冷システム関連では、冷却液を制御するバルブやポンプ、漏水センサーなどの新製品について、

お客様の開発状況に合わせて商談が進展しております。水冷市場の立ち上がりは空冷に比べて時間差が

あることから、現時点では通期業績予想にはあまり織り込んでおりません。商談は着実に進んでおり、

事業化の見通しが明確になった段階で、業績への貢献を反映していく考えです。 

 

Q. AI サーバー関連全体では、期初計画に対して想定を上回る進捗となっているという認識でよろしいでし

ょうか。 

A. （吉田）特に PT セグメントと空冷ファンが期初計画を大きく上回る水準で推移しております。その結

果、ベアリングの操業益も大きく改善しており、想定以上に好調な進捗となっていると認識しておりま

す。 

 

Q. 外部環境が変化する中で、人件費やエネルギーコストなどの各種コストが上昇していますが、こうした

コストアップをどのように吸収し、堅調な業績を維持されているのでしょうか。また、今後さらにコス

ト上昇や外部環境の悪化があった場合でも、多様な事業ポートフォリオや各種施策により、安定した業

績を維持できると考えてよろしいでしょうか。 

A. （貝沼）当社では、生産性改善に継続的に取り組んでおります。特に省人化を進め、搬送作業など付加

価値の低い工程の自動化をグローバルで推進しており、その効果は着実に現れております。また、大き

な施策だけでなく、日々の細かな経費削減にも継続的に取り組んでおります。 

加えて、カンボジア工場では、ソーラーパネルの導入により 100％カーボンニュートラルを実現してお

り、省エネルギーによって生み出された利益を現場へ還元する仕組みを導入しています。こうした取り

組みにより、現場のコスト削減に対する意識やモチベーションの向上にもつながっております。 

一方で、部材価格の上昇分については、お客様との契約に基づき価格転嫁を進めるとともに、高付加価

値製品の拡販にも注力しています。こうした取り組みを積み重ねることで、営業利益率の向上を図って
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おります。 

また、足元では BtoB 市場を中心に、お客様の関心が価格だけでなく、製品供給のスピードや性能へと

シフトしています。そのため、従来の価格競争中心の市場環境とは異なり、高い技術力や供給力を評価

いただける事業環境になりつつあると認識しております。 

 

 

Q. SE セグメントの半導体事業について、アナログ半導体は非常に好調である一方、パワー半導体はやや苦

戦しているとのご説明がありましたが、それぞれの事業環境や足元の状況について、具体的に教えてく

ださい。また、半導体業界では価格改定の動きも見られますが、アナログ半導体およびパワー半導体に

おける価格戦略と今後の見通しについてお聞かせください。 

A. （貝沼）半導体分野の価格調整については、本日の決算説明会に先立って開催した執行役員会議におい

て、現場に指示を出しました。半導体分野では価格調整を進めていく必要があると考えており、特に当

社が競争優位性を有するアナログ半導体製品については、お客様に価格改定をお願いするよう指示して

おります。 

一方、パワー半導体が苦戦している要因については、当社の製品競争力に改善すべき点があることも事

実ですが、最も大きな要因は、あるお客様向けの EV 用パワー半導体プログラムがすべてキャンセルと

なったことです。その影響を受けた後、別のお客様向けへ迅速に切り替えられるだけの製品競争力につ

いては、現時点ではまだ十分な水準に達していないと考えております。 

今後は、SiC を用いた次世代パワー半導体「Fin-SiC」の開発を加速するとともに、車載 EV 向けだけで

なく、これまで培ってきたアナログ半導体技術を活かした電源周辺のパワー半導体など、産業用や民生

用を含めた幅広い分野で拡販と販路開拓を進めてまいります。 

 

Q. 光デバイスについて伺います。「想定以上に立ち上がりが順調」とのご説明がありましたが、これは当初

想定を上回る数量増を見込んでいるということでしょうか。それとも、マーケットシェアの拡大が進ん

でいるという認識でしょうか。好調の背景について教えてください。 

A. （貝沼）現時点では、競合他社との間でマーケットシェアが大きく変化しているという認識はありませ

ん。「想定以上に順調」と申し上げたのは、旧モデルから新モデルへの生産ラインの切り替えが、当初計

画を上回るペースで非常にスムーズに進んでいるためです。一昨年は立ち上げ時に苦労し、お客様にも

ご迷惑をおかけしたことで一時的にシェアを落としましたが、今年はそのような問題が発生しておらず、

順調に立ち上がっております。 

今後については、新機種の最終的な販売数量や価格動向、市場の反応を見極めていく必要があると考え

ております。 


